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立
ケ
花
西
原
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

１
　
発
掘
調
査

に
至
る
ま
で
の
経
過

中
野
市
立
ケ
花
字
西
原
は
、
主
に
縄
文
時
代
前
期
と
古
墳
時
代
の
複

合
し
た
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
過
去
何
回
か
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
の
西
原
５
０
ノ
ー
に
地
主
小
林
角
兵
衛
氏
が
共

同
住
宅
新
築
を
計
画
さ
れ
、
こ
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
た
め
、　
一
九
九

二
年
八
月
九
日
、
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
箇
所

に
つ
い
て
試
掘
調
査
を
行
っ
た
。
つ
い
で
こ
の
保
護
協
議
を
現
地
で
一

〇
日
に
、
調
査
団
金
井
汲
次
、
檀
原
長
則
、
教
育
委
員
会
小
古
井
社
会

教
育
課
長
、
同
山
口
補
佐
、
歴
史
民
俗
資
料
館
徳
竹
学
芸
員
と
地
主
小

林
氏
を
交
え
て
前
日
の
試
掘
調
査
の
結
果
を
参
考
に
し
て
協
議
を
行
っ

た
。
こ
の
結
果
、
建
物
部
分
に
つ
い
て
は
、
遺
跡
面
に
五
〇
彙
ン
以
上

の
盛
土
工
事
を
施
工
済
み
の
た
め
、
こ
れ
を
除
い
た
擁
壁
と
汚
水
処
理

施
設
の
工
事
箇
所
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

中
野
市
教
育
委
員
会

写真 1 豊野町から見た立ヶ花遺跡

(調査地建築中の建物の所)
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た
3 清水山窯跡  

「

:..・Ъ4 牛出館跡

5 栗林遺跡

6 茶日峰窯跡

7 草間中組遺跡

8 高屋敷遺跡

9 安源寺遺跡

10 南大原遺跡

‐
安
墜

図 1 周辺 の主 な遺跡
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図 2 立ヶ花遺跡位置図

２
　
調
査
団
の
編
成

こ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
団
の
編
成
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。

団

　

長

金

井

汲

次

調
査
主
任

檀

原

長

則

調

査

員

池

田
実

男

事

務

局
　
中
野
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
長
　
小
古
井
嘉
幸

同
課
長
補
佐

山

口
耕

一

歴
史
民
俗
資
料
館

学
芸
員

徳

竹

雅

之

作

業

員
　
湯
本
栄

一　
樋
口
義
政
　
金
井
英
男
　
檀
原
み
ち
江

池
田
正
子
　
池
田
き
よ
子
　
秋
山
恒
巳
　
常
田
　
誠

整
理
作
業
　
檀
原
長
則
の
総
括
の
も
と
に
、
池
田
実
男
　
湯
本
栄

一

檀
原
み
ち
江
　
池
田
正
子
　
池
田
き
よ
子
　
山
崎
の
り
子

が
行
っ
た
。

３
　
位
置
と
景
観

こ
の
立
ケ
花
西
原
遺
跡
は
、
平
成
元

（
一
九
八
八
）
年
と
同
二
年
に

新
立
ケ
花
橋
建
設
に
伴
う
取
り
付
け
道
路
内
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
平

成
三
年

（
一
九
九
こ

年
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

一- 52 -―



に
標
題
の
項
目
に
つ
い
て
大
略
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
後
三
年
間
の
建
設
事
業
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
新
立

ケ
花
橋
の
橋
梁
の
大
半
は
、
現
立
ケ
花
橋
に
比
べ
て
水
面
上
五
屑
高

く
建
設
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
上
の
橋
梁
工
事
を
残
し
て
完
成
を
見
て
い

スリ
。ま

た
上
信
越
高
速
自
動
車
道
の
建
築
工
事
も
平
成
六
年
の
立
ケ
花
イ

ン
タ
ー
ま
で
の
開
通
予
定
に
合
わ
せ
て
，、
採
土
工
事
、
路
盤
工
事
で

日
々
景
観
が
変
貌
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
整
備
も
進
み
つ
つ
あ

スυ
。ま

た
こ
の
先
線
は
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
発
掘
調
査
が
進

み
、
中
野
市
―
豊
田
村
間
の
千
曲
川
に
架
か
る
鉄
橋
の
基
礎
工
事
が
始

ま
り
、
平
成

一
〇

（
一
九
九
八
）
年
開
催
の
長
野
五
輪
に
合
わ
せ
た
、

道
路
建
設

釜
心賀
―
中
野
道
路
）
も
イ
ン
タ
ー
か
ら
七
瀬
ま
で
は
、
遠
か

ら
ず
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
民
間
の
住
宅
の
新
築
も
今
回
の
調
査
箇
所
を

含
め
て
ほ
か
に
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
こ
こ
も
前
回
調
査
地

（道
路
）
の

北
に
隣
接
し
た
位
置
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
西
方
で
一
二
月
か
ら

一
九

九
四
年

一
月
に
か
け
て
揚
水
場
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
を
行

っ
た
が
、

こ
れ
は
別
に
報
告
の
予
定
で
あ
る
。

立
ケ
花
西
原
遺
跡
は
、
「中
野
市
遺
跡
詳
細
分
布
図
」
１
１
６
で
、

千
曲
川
に
沿

っ
た
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
、
南
北
三
五
〇
屑
、

％

●

ノ

ｏ
ｏ

調 査 全 体 図

一- 53 -一
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東
西

一
二
〇
肝
の
範
囲
に
あ
る
。
こ
の
遺
跡
の
年
代
は
主
に
縄
文
時
代

前
期
後
半
と
古
墳
時
代
前
期
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
遺
跡
の
東
北
に
は
本
誓
寺
跡

（１
１
７
）
が
あ
り
、
室
町
時
代

中
期
に
真
宗
の
お
寺
が
あ
っ
た
之
、
新
潟
県
上
越
市
高
田
の

「本
誓
寺

文
書
」
に
記
さ
れ
、
西
部
畑
地
灌
漑
の
パ
イ
プ
敷
設
工
事
で
、
こ
の
推

定
地
か
ら
組
合
わ
せ
式
五
輪
塔
に
梵
字
が
刻
ま
れ
た
も
の
が
多
数
発
見

さ
れ
て
い
る

（未
報
生３
。

遺
跡
に
つ
づ
く
北
方
の
牛
出
地
籍
に
は
、
戦
国
期
の
館
跡
が
比
較
的

よ
く
残

っ
て
お
り
、
西
北
角
の
土
塁
に
は
横
矢
が
か
り
の
施
設
が
み
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
遺
跡
は
、
太
古
か
ら
流
れ
る
母
な
る
川
、
千
曲
川
の
ほ

と
り
に
位
置
し
、
北
半
分
は
果
樹
園
地
帯
の
た
め
保
存
さ
れ
て
い
る

が
、
南
半
分
は
道
路
、
堤
防
、
道
路
、
住
宅
建
設
の
た
め
、
遺
跡
が
破

壊
さ
れ
、
環
境
が
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

４
　
層
　
序

長
野
県
北
部
は
新
生
代
第
三
紀

・
中
新
生

（約
三
五
〇
〇
年
一じ

に
で

き
た
フ
ォ
ッ
サ

・
マ
グ
ナ

（糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
）
の

一
部
に
属
す

る
。
‐ご
の
地
溝
帯
は
、
そ
の
後
火
山
活
動
な
ど
で
隆
起
を
続
け
、
陸
化

す
る
と
と
も
に
、
第
四
紀

（約
一一〇
〇
万
年
一３

の
火
山
活
動
な
ど
に
よ

っ
て
、
東
部
山
地
の
山
々
は
次
第
に
現
在
の
姿
に
な
っ
た
。

千
曲
川
は
立
ケ
花
か
ら
古
牧
ま
で
の
約

一
四
キ
ロ屑
は
河
岸
段
丘
が
発

達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
流
路
が
き
ま
っ
て
か
ら
、
途
中
が
隆
起
す
る
た

め
に
起
こ
っ
た
現
象
で
あ
る
。

立
ケ
花
西
原
遺
跡
は
こ
の
千
曲
川
の
右
岸
の
長
丘
丘
陵

（西
部
丘
陵
）

に
あ
っ
て
、
そ
の
上
部
は
粘
土
質
土
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
丘
陵

地
域
に
分
布
す
る
地
層
は
、
下
位
よ
り
大
川
層

・
屋
敷
層

・
豊
野
層

ｏ

平
出
層
で
あ
る
。

こ
の
河
岸
丘
は
高
位
よ
り
、
赤
塩
面

ｏ
長
丘
面

・
草
間
面

・
原
面

・

栗
林
面
の
五
段
に
区
別
さ
れ
て
い
る

（中
野
市
誌
自
然
編
１
９
８
１
）。

栗
林
面
は
沖
積
面
で
海
抜
標
高
三
四
〇
ｔ
三
五
〇
屑
で
、
こ
の
遺
跡

の
発
掘
調
査
面
は
三
三
八
屑
で
あ
る
。

こ
の
長
丘
面
と
草
間
面
か
ら
は
後
期
旧
石
器
時
代
の
ナ
イ
フ
形
石
器

が
浜
津
ケ
池

・
安
源
寺

・
立
ケ
花
表
遺
跡
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
、
原
面

か
ら
も

一
九
九
三
年
に
お
け
る
県
埋
文
セ
ン
タ
ー
の
高
速
道
発
掘
調
査

で
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
の
調
査
地
の
堆
積
層
は
、
１
表
土

（耕
作
土
）
２
黒
褐
色

±
３
黒
色
±
４
黒
褐
色
と
黄
色
混
合
±
５
黄
色
土

（砂
含
む
）
６
黄
色

土

（粘
質
土
）
と
な
っ
て
お
り
、
千
曲
川
の
自
然
堤
防
に
あ
る
た
め
、

川

（西
）
面
は
当
然
急
崖
を
な
し
、
黒
色
上
の
堆
積
は
少
な
く
、
内

（東
）
面
は
緩
や
か
に
低
く
傾
斜
し
て
い
る
た
め
、
東
に
向
か
っ
て
黒

色
土
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。
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図 5 土坑ピット実測図 (2)

土 坑 (壌)計 測 表

V

SK].

RIttf

表

33740 nl

番 号 図 版 番 号 遺 構 番 号 長 経 短  経 深  さ

4 Cl― SKl 73c市 5 9 Cm

2 4 Dl― Sk2 2 0 cm

3 4 Fl― SK3

4 4 Fl二 SK4
，
５ 5 G 一 SKl

6 6 A2-SKl

7 6 A2-SK2
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Ｐ

　
　

一

33790111

P2＼

一く墨)一

337.90m 337.8 0 nl

＼
＼

SK2＼
＼

SKl

/
-0-

こ
の
た
め
頂
点
付
近
の
遺
構
以
外
の
遺
物
包
含
層
は
４

黒
色
土
ま
で
の
四
〇
彙
ン
ま
で
の
深
さ
で
あ
る
。
さ
ら
に

５
黄
色
土
ま
で
は
、
砂
が
多
く
含
ま
れ
た
堆
積
土
で
あ
っ

た
。

５
　
一退

構

今
回
の
調
査
は
該
当
敷
地
面
積
約
五
四
六
平
方
層
の

内
、
遺
跡
破
壊
の
恐
れ
の
あ
る
限
ら
れ
た
範
囲
の
合
計
約

六
八
、
五
平
方
屑
た
め
、
遺
構
の
確
認
は
僅
か
で
、
ま
と

ま
り
も
欠
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
縄
文
時
代
前
期
に
属
す

る
と
思
わ
れ
る
遺
構
は
、
土
坑
と
柱
穴
な
ど
で
、
後
者
に

つ
い
て
は
古
墳
時
代
の
遺
構
と
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
所

属
年
代
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
し
、
大
き
さ
な
ど
は
第

二
表
に
示
し
、
こ
こ
で
は
詳
説
を
く
わ
え
な
い
。

土
坑
は
長
径

一
屑
前
後
の
大
き
さ
か
ら
そ
の
範
疇
と
し

た
。
こ
の
中
に
は
貯
蔵
穴
、
墓
猿
な
ど
の
識
別
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
第

一
表
に
示
し
た
上
坑
か
ら
諸

磯
式
ｂ
式
平
行
土
器
を
主
と
し
ｃ
式
平
行
段
階
ま
で
の
土

器
が
包
含
さ
れ
て
お
り
、
特
に
両
者
に
識
別
で
き
る
。
遺

構

・
遺
物
の
出
土
状
態
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
以
上
の

こ
と
か
ら
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
貯
蔵
穴
と
し
て
の
性
格

図 6 土坑ピット実測図 (3)

＼
＼

337.801〕 l ´

337.80 rll

一- 57 -一



表 2 ピ ッ ト計 測 表

番 号 図 版 番 号 遣 構 」番 口万 長 経 短  経 深  さ

4 Bl― Pl 53 cm 42 cm 18・ cm

2 4 Cl― P2
3 4 Cl― P3
4 4 Cl― P4
5 4 Cl― P5
6 4 C、 1-P6
7 4 C 1-P7
8 4 Cl― P8
g 4 Dl― P9

4 D 1-P10

4 Hl― PH
5 G― Pl

5 G一 P2
5 G― P3
5 G一 P4
5 G一 P5

5 G一 P6

5 G一 P7

5 G_P8

5 G一 P9

5 G一 P10

5 G― PH

5 G一 P12

5 G― P13

5 G一 P14

6 Al― Pl

6 Al― P2

6 A2-P3

6 A2-P4

6 A6-P6 13
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写真 2 南から見たHl～ Bl写真 3

が
強
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
俎
上
す
る
鮭
な
ど
魚
類
の
貯
蔵
、
ど
ん

ぐ
り
、
栃
の
実
の
あ
く
抜
き
と
貯
蔵
な
ど
の
用
途
が
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
縄
文
時
代
の
土
器
と
遺
構
の
あ
り
か
た
を
み
る
と
、
Ｈ
１
１

グ
リ
ッ
ト

（以
下
グ
リ
ッ
ト
を
略
す
）
か
ら
は
諸
磯
式
第
六
様
式

（ｂ
式

中
段
階
）
（谷
口
一
九
八
九
）
の
浅
鉢

（図
１１
・
２
）
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
屈
折
の
あ
る
外
面
に
縄
状
の
刻
み
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
周
辺
か
ら
は
土
器
片
が

一
〇
片
程
検
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
１
１
か
ら
は

土
器
片
が

一
〇
片

ほ
ど
検
出
さ
れ
、

Ｆ
１
１
か
ら
も
ほ

ぼ
同
量
の
上
器
片

が
み
ら
れ
た
が
、

Ｆ
１
１
で
は

一
三

片
が
空
白
を
お
い

て
検
出
さ
れ
、
Ｅ

１
１
に
は
八
五
片

が
集
中
し
て
検
出

さ
れ
た
。

こ
の
中
に
は
諸

磯
式
ｂ
式
新
設
階

西から見た Bl～ B4の遺跡

写真 4 Blの土器出土状況
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か

ｃ
式
古
段
階

（同
前
）
の
浅
鉢

（図
１ｌ

ｏ
ｌ
）
が

あ
り
、
外
面
屈
折

部
に
縦
に
四
条
の

沈
刻
の
み
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
他

の
土
器
片
も
ほ
ぼ

同
じ
時
期
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

こ
こ
に
は
土
坑
二

基
、
ビ
ッ
ト
八
基

な
ど
が
み
ら
れ
、

住
居
址
の
一
部
と

も
み
ら
れ
る
が
、
明
確
に
は
で
き
な
か
っ
た
。

Ｄ
１
１
の
土
器
片
出
土
は
、
散
発
的
に
三
二
片
検
出
さ
れ
た
が
、
こ

こ
で
は
石
器
材
料

の
剥
片
が
約
四
〇
片
、
集
中
し
て
検
出
さ
れ
て
い

アリ
。Ｃ

１
１
で
は
土
器
片
が
六
九
片
が
西
方
に
偏

っ
て
検
出
さ
れ
、
石

匙

（図
１５
ｏ
５
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
１
１
は
古
墳
時
代
の
上
器

で
占
め
ら
れ
後
述
す
る
。

Ａ
１
１
１
６
ま
で
の
調
査
地
点
で
は
、
土
器
片
の
出
土
は
散
発
的

で
、
Ａ
Ｉ
五
で
は
三
二
片
ほ
ど
で
あ
る
。

Ａ
１
１
々
２
で
は
土
坑
二
基
、
ビ
ッ
ト
四
基
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に

当
該
期
の
上
器
片
、
石
暦

（剥
片
）
が
混
入
し
て
い
た
。

Ａ
１
３
ｔ
４
に
は
古
墳
時
代
の
住
居
址
が
あ
っ
て
後
述
す
る
。
Ａ
Ｉ

５
は
前
述
し
た
ほ
か
、
平
板
な
石
が
二
個
見
ら
れ
、
Ａ
Ｉ
六
の
一
部
か

ら
は
ビ
ッ
ト
が

一
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
地
点
で
は
北
に
よ
っ
て
土
器
片
が
多
く
集
中
し
、
黒
燿
石
を
は
じ

め
、
他
の
石
材
、
チ
て
フ
な
ど
が
み
ら
れ
、
こ
の
下
層
か
ら
土
坑
が
検

出
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
地
点
で
は
散
発
的
な
土

・
石
器
片
の
検
出
で
、

東
側
に
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
ビ
ッ
ト
が

一
四
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。

次
に
古
墳
時
代
の
遺
構
と
遺
物
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ｂ

１
１
か
ら
は
古
墳
時
代
の
土
器
が
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は

壷

・
高
杯

・
靖

・
甕
な
ど
の
破
片
で
、
古
墳
時
代
Ⅱ
期
新
段
階

翁
長

野
県
史
・
考
古
資
料
編
し

と
み
ら
れ
、
次
に
述
べ
る
住
居
址
も
同
時
期

と
推
定
さ
れ
る
。

古
墳
時
代
住
居
址
は
、
Ａ
１
３
ｔ
４
の
間
に
位
置
し
、　
一
辺
五
屑
の

隅
丸
方
形
の
住
居
址
で
、
壼

・
増

・
甕
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、

一
部
分
の
検
出
の
た
め
、
柱
穴
そ
の
他
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。

写真 5 古墳時代住居址の遺物
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６

一退

物

①
　
縄
文
時
代
の
遺
物

一　
土
　
器

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
土
器
の
量
は
、　
コ
ン
テ
ナ

（６０
×
３８
×
２０
）

三
箱
分
で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
特
色
の
あ
る
土
器
片
を
選
ん
で
実
測
図

及
び
拓
本
で
示
し
た
。

浅
鉢

（図
１ｌ
ｏ
ｌ
）
器
壁
が
屈
曲
を
も
ち
、
そ
こ
に
縦
に
四
組
の
沈

線
が
み
ら
れ
る
も
の
で
、
諸
磯
式
の
第
八
様
式
Ｉ
Ｃ
式
古
段
階
―

（谷

口
一
九
八
九
）
の
土
器
で
、
群
馬
県
糸
井
宮
前
遺
跡
１
０
７
号
住
居

址
か
ら
出
土
し
て
お
リ
ハ
こ
の
方
面
か
ら
系
譜
の
た
ど
れ
る
土
器
で
あ

ＺＯ
。浅

鉢

（同
２
）
器
壁
が
二
段
に
な

っ
て
外
ぞ
り
し
た
浅
鉢
形
土
器

で
、
中
段
に
縄
状
の
沈
刻
で
あ
る
。
様
式
と
系
譜
は
前
者
と
同
じ
で
、

時
期
は
一
段
階
古
相
で
あ
る
。

拓
本
で
示
し
た

（図
１２
ｏ
ｌ
ｔ
２３
）
（図
１３
ｏ
２４
‐
４８
）
（図
１４
ｏ
４９
ｏ
６９
）

が
縄
文
時
代
の
上
器
で
、
諸
磯
式
ｂ
式
段
階
か
ら

ｃ
式
段
階
の
も
の
で

あ
る
。

ｂ
式
に
属
す
る
土
器
は
、
太
い
沈
線
の
間
に
竹
管
Ｃ
字
文
の
見
ら
れ

る

（図
１２
ｏ
３
）、
竹
管
に
よ
る
斜
格
子
文
の
交
点
に
円
点
の
見
ら
れ
る

図11 縄文土器実測図
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表 3

図版番号出 土 位 置 年 月 日 備 考 図版番号 出 土 位 置 年 月 日 備 考

A-5 E-1
2 表 採 E-1
3 表 採 E-1
4 表採 E-1
5 表 採 E-1
6 表 採 E-1
7 表 採 H-1
8 表 採 98.08.21 E-1
9 表 採 E-1

B-1 E-1
C-1 E-1
J SK-1 E-1
J SK-1 F-1
SK-1 93.09.01 G

J SK-1 G

J.Skの 下 G

A-2P-2 E-l NQ l

表 採

J‐ SK-1
C-1
C-1 E-l NQ 4

C-1

C-1 G

C-1 G

D-1 G

C H-1
D-1 J NQ 4

D-1 J NQ 3

D-1 J NQ 3

D-1 J NQ 3

D-1 J NQ l 93,08,31

D-1 93.09.02 J NQ 3

D-2 J ヽ3

E-1 F-1
E-7
E

土 器 検 出 表
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（同
１３
）
、
本
葉
文
の

（同
１４
）
赤
彩
痕

の
残
る
、
浅
鉢
の
口
縁
で
浮
線
文
の
み

ら
れ
る

（同
２０
）
、
同
じ
く
浮
線
文
と

木
葉
文
の
見
ら
れ
る
浅
鉢
の
口
縁

（図

・４
ｏ
５３
）
、
同
じ
く
木
葉
文
の
沈
線
の

あ
る

（同
５６
）
な
ど
で
、
浮
線
文
の
密

に
施
さ
れ
た

（図
１２
ｏ
５
）、
（図
１４
ｏ
６７
）

な
ど
で
あ
る
。

縄
文
の
施
さ
れ
た
土
器
は
、
図
示
し

た
も
の
は
す
く
な
い
が
、
量
的
に
は
多

く
い
諸
磯

ａ
式
段
階
か
ら
こ
の
地
方
の

卓
越
し
た
文
様
で
あ
り
、
関
東
地
方
と

は
異
な

っ
た
、
地
域
相
を
示
し
て
お

り
、
羽
状
縄
文

（図
１２
ｏ
２．
）、
（図
１３
ｏ

２４
）
、
（同
３４
）
な
と
が
あ
り
、
細
い
縄

目
か
ら
粗
い
繊
維
で
作
ら
れ
た
も
の
ま

で
多
種
に
わ
た
っ
て
い
る
。

結
節
状
浮
線
文
、
細
い
沈
線
の
み
ら

れ
る
も
の
は
、　
Ｃ
式
に
属
す
る
も
の

で
、
縄
文
前
期
末
葉
段
階
に
わ
た
っ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
文
様
は
か
な
り
変
化
に
と
ん
で
お
り
、
細
い
隆
帯
を
盛

り
上
が
ら
せ
て
、
竹
管
文
を
施
し
た
手
法
に
は
、
繊
細
の
も
の
が
あ

Ｚり
。こ

れ
ら
の
土
器
は
、
（図
１２
ｏ
９
ｏ
ｌ８
ｏ
・９
ｏ
２．
。
図
１３
・
２５
ｏ
２７
ｏ
３２
ｏ

３５
‐
３７
ｏ
４７
ｏ
図
１４
ｏ
５０
‐
５２
ｏ
５９
ｏ
６５
ｏ
６９
）
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
も
の
に
は
、
細
沈
線
の
地
文
の
上
に
施
さ
れ
た
も
の
が
あ

り
、
や
や
大
き
く
て
粗
い
結
節
浮
線
文

（図
１３
・
４２
‐
４５
ｏ
図
・４
ｏ
５４
ｏ

５７
ｏ
５８
・
６３
）
な
‐ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
に
は
、
口
縁
に
刻
み

な
ど
施
し
て

（図
１４

ｏ
６４
）
お
り
ヽ
波
状
口
縁
を
呈
す
る
土
器
が
多

い
。縄

文
を
地
文
と
し
て
竹
管
に
よ
る
平
行
文
の
み
ら
れ
る
土
器
は
、

（図
１２
ｏ
・６
ｏ
・７
ｏ
２３
ｏ
図
　
３３
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
細
い
平
行
線
に

よ
っ
て
羽
状
、
集
合
、
レ
ン
ズ
状
に
施
文
さ
れ
て
い
る
土
器
は
、
（図

・２
ｏ
８
ｏ
図
１３
ｏ
４０
。
４．
）
な
ど
で
円
点
が
施
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
半

隆
起
帯
に
ヘ
ラ
キ
リ
が
施
さ
れ
た
も
の
は
、
（図
１３
ｏ
２７
）
で
今
回
の
調

査
で
は
、
類
例
が
少
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
今
回
調
査
し
た
地
点
の
土
器
、
主
と
し
て
は
、
諸
磯
Ｃ

式
段
階
に
平
行
す
る
土
器
群
で
、
曲
線
を
描
く
結
節
浮
線
文
の
土
器

は
、
Ｃ
式
で
も
新
し
い
段
階
の
土
器
で
あ
る
。

一
一　
石
器

今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
石
器
は
、
縄
文
時
代
前
期
に
属
す
る
も
の

土 器 実 測 表 (古墳)

表 4

番号 出土地点 器 形 寸  法 (ン ) 色  調 整形 。調整 形態 の 特徴 系統など 夷 存

□径 底径 器高 内面 外 面

E-1 浅鉢 菱喝色 抄粒あり。堅緻 回折した器壁 ヘラ 磨き良好 1/5募

NQ l 浅鉢 炎黒1目 暗赤唱

色

ヘラ磨き良好 恰土砂粒多し 1/4残
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図15石 器 実 測 図
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表 5

NQ 出上位置 機  種 石 質 年 月 日 備   考

B-1 石  鏃 玄武岩

2 A-1 石  鏃 黒曜石 (白 )

8 B´ -1 石  鏃 黒曜石 (白 ) 93.08,31

4 G 石  鏃 玄武岩

5 C-1 石  鏃 安山岩

6 A-5 石  鏃 黒曜石

7・ B-1 石  鏃 安山石 (玄武岩)

8 表  採 石  鏃 王分 景
=

9 C-1 石  鏃 頁 岩 93。 08.21

E-2■ 2 石  器 安山岩

表  採 石  器 安山岩 93.08:19

石 製 品 観 察 表

土 器 実 測 表  (縄文)

表 6

野号 出土地点 器 形 寸   法 r) 色   調 整形・調整 形態の特徴 系統など 残存 備考

口径 1底径 1器高 内面 外面

1 A-4
SBl 増

唱赤炎

　
名
コ

炎赤喝

色

ヘラ磨き.ナデ

D-1
SBl

壷

□縁

唐喝色

ヽ黒色

暗喝色

ヽ黒色

′ヽケメ、磨き

内部オサエ

NQ l 堵

唐喝～

ミ喝色

暗喝～

黒喝色

ヘケ整形痕残

堅

砂粒少

B-1
M2

高杯 唐喝色 'ヽ ケ整形後、ヘ

ラ磨き 堅

A-1
SBl

増 丸 ミ色 唐喝色 堅 砂粒多 し

C-1 壷

□縁

菱喝色 黄喝色 たデ、ヘラ磨き

塁

二段□縁、鉄分

粒多 し

険1/ れ

に

び

動

利

B-1
NQ3

増 唐喝色

色

色

喝

黒

暗

朴ナデ良好

村ナデ

B-1
SBl

壷

□縁
　ヽ
色

喝

喝

ホ

譲

ホ喝～

黒喝色

現察不能 二段口縁 二次火

熟

L4 増

示喝～

棄喝色

ホ喝色 縁

ν

コ
　
郭
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で
、
石
鏃

（図
１５
ｏ
ｌ
‐
３
）、
石
錐

（同
４
）
石
匙

（同
５
ｏ
６
）
横
刃

型
石
器
８

・
剥
片
石
器

（同
９
）
ｏ
石
錘

（同
１０
）
・
凹
石

（同
ｎ
）
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
正
三
角
形
に
近
い
形
の
石
匙
は
、
こ
の
時
代

の
特
徴
を
現
し
て
お
り
、
石
錘
は
千
曲
川
の
漁
労
に
関
す
る
も
の
だ
ろ

た「ノ。

②
　
弥
生
時
代
の
遺
物

一　
土
器

こ
の
時
代
に
属
す
る
土
器
は
、
（図
１４
ｏ
７０
）
に
示
し
た
も
の
だ
け
で

あ
る
。
縄
文
を
磨
り
消
し
て
櫛
描
波
状
文
が
施
さ
れ
た
も
の
で
、
栗
林

１
式
段
階
の
も
の
で
あ
る
。

０
　
古
墳
時
代

一　
土
器

土
器
は
一
号
住
居
址
と
Ｂ
ｌ
地
点
に
集
中
し
て
見
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。　
一
号
住
の
図
示
し
た
土
器
は
、

増

（小
型
の
壷
）
（図
１６

ｏ
ｌ

ｏ
２

ｏ
５
）
で
壺

口
縁

が

（同
６
ｏ
８
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
壷
は
二
段
口
縁

で
成
型
さ
れ
、
こ
の
形
式
か
ら
古
墳
時
代
Ⅱ
期
新
段

階

（『長
野
県
史
・
考
古
資
料
編
し

の
も
の
と
推
定
さ
れ

Ｚυ
。そ

の
他
の
土
器
は
、
Ｂ
１
１
古
墳
時
代
土
器
集
中
地

点
出
上
で
、
前
者
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
後
に
こ

の
西
方
を
発
掘
調
査
し
た
が
、
該
当
期
の
住
居
址
は
発

見
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
東
の
未
発
掘
地
点
に
存

在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

フ
〃
は
ヽ
、
月
〃
〃
■

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

∵

″
ボ
ヽ

図16 古墳時代土器実測図
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７
　
考

察

立
ケ
花
遺
跡
は
古
く
か
ら
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
学
術
的
に
調
査
さ
れ
た
の
は
、
『中
野
市
誌
』
発
刊
の
た

め
の
事
前
調
査

（金
井
１
９
７
７
）
か
ら
で
あ
る
。

平
成
元
年
及
び
二
年
度
に
、
高
速
自
動
車
道
建
設
の
関
連
事
業
、
新

立
ケ
花
橋
建
設
に
伴
う
取
り
付
け
道
路
建
設
に
伴
う
遺
跡
用
地
内
の
発

掘
で
住
居
址
二
を
確
認
し
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
遺
跡
の
性
格
が
僅
か
づ
つ
解
明
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
昭
和
五
七
年
調
査
し
た
市
内
大
俣
の
姥
ケ
沢
遺
跡
で
も
同
時
期
の

遺
物
が
少
量
認
め
ら
れ
、
諸
磯
Ｃ
式
段
階
か
ら
末
葉
段
階
、
中
期
初

頭
段
階
と
、
土
器
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
、
文
化
の
交
流
が
よ
み
と
ら
れ

ＺＯ
。こ

の
よ
う
に
県
下
の
該
当
期
遺
跡
の
資
料
の
増
加
に
よ
り
、
前
期
終

末
の
諸
様
相
に
つ
い
て
、
「中
部
高
地
に
お
け
る
縄
文
前
期
末
葉
土
器

群
の
編
年
」
（赤
塩

・
一一正
１
９
９
３
）
に
お
い
て
型
式
的
系
統
関
係
に

お
い
て
器
形
、
文
様
構
成
、
文
様
要
素
な
ど
の
検
討
か
ら
前
期
末
葉
土

器
群
の
従
来
試
み
ら
れ
た
、
文
様
類
型
別
の
段
階
区
分
に
否
定
的
で
あ

り
、
現
在
掌
握
さ
れ
て
い
る
前
期
末
葉
土
器
の
文
様
要
素
の
大
半
は
、

諸
磯
式
Ｃ
か
ら
伝
統
的
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
、
し
て
い

スリ
。

古
墳
時
代
の
住
居
址
は
、
立
夕
花
遺
跡
で
未
報
告
も
含
め
て
、
三
箇

所
以
上
確
認
し
て
お
り
、
散
在
し
て
い
る
。
外
来
系
土
器
の
み
ら
れ
る

時
期
か
ら
経
過
し
て
、
こ
の
地
方
の
土
器
で
占
め
ら
れ
る
時
期
の
も
の

で
、
こ
の
地
方
の
古
墳
時
代
の
変
遷
を
知
る
資
料
で
あ
る
。

（檀
原
　
長
則
）
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